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シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
回

城
跡
：
東
西
７
０
０
ｍ
、南
北
５
０
０
ｍ
に
及
ぶ
広
大

な
城
域
全
体
は
、大
き
く
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
に
分
け
ら
れ

（
破
線
）、い
ず
れ
も
尾
根
上
に
細
長
く
郭
が
続

い
て
い
ま
す
。Ⅰ
は
直
線
距
離
で
６
０
０
ｍ
を

超
え
る
広
範
囲
に
多
数
の
郭
、土
塁
、竪
堀
、堀

切
等
が
残
り
、実
戦
を
強
く
意
識
し
た
工
夫
が

見
ら
れ
ま
す
。特
に
そ
の
中
枢
部（
右
上
の
図
）

は
最
大
の
郭
Ａ
中
心
に
郭
や
切
岸
が
丁
寧
に

加
工
さ
れ
直
線
的
な
形
状
で
、城
内
の
他
の
遺

構
と
は
異
な
る
造
り
で
す
。Ⅱ
は
南
北
１
５
０

ｍ
余
り
で
、東
西
に
堀
切
を
設
け
独
立
性
の
高

い
郭
群
で
す
。Ⅲ
は
中
心
部
の
加
工
が
粗
く
、

一
方
で
派
生
し
た
各
尾
根
上
に
小
さ
な
郭
を

階
段
状
に
多
数
設
け
て
お
り
、防
御
よ
り
多
数

の
兵
を
収
容
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
構
造
で

す
。こ
の
他
、Ⅰ
の
北
東
方
向
の
尾
根
続
き
に

も
駐
屯
地
を
思
わ
せ
る
平
場
が
あ
り
ま
す
。

考
察
：
隣
の
光
井
山
城
を
含
め
て
も
Ⅰ
の
中
枢
部
に

最
も
労
力
を
注
い
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。お

そ
ら
く
尼
子
軍
の
本
隊
が
駐
屯
し
、当
主
尼
子

詮
久
か
彼
の
大
叔
父
尼
子
久
幸（
こ
の
合
戦
で

戦
死
）
ク
ラ
ス
の
武
将
が
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。尼
子
軍
が
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
城
を
４
ヶ

月
弱
の
間
に
築
い
た
こ
と
は
、相
当
数
の
兵
が

土
木
作
業
を
担
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、毛
利
方
に
と
っ
て
も
青
山
・
光
井
山
城
は

脅
威
で
あ
っ
た
は
ず
で
、小
競
り
合
い
程
度
の

合
戦
が
続
き
長
期
化
し
た
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

編
集
後
記

　ボ
ク
は
旅
に
行
く
時
、
「
ど
こ
に
行

く
か
」
や
、
旅
先
で
「
何
を
す
る
か
」

と
い
う
事
よ
り
も
「
誰
と
行
く
か
」
と

い
う
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。
旅
す
る

友
を
心
強
く
感
じ
た
り
、
些
細
な
こ
と

で
喧
嘩
を
し
た
り
笑
っ
た
り…

。
時
に

は
敢
え
て
一
人
旅
を
選
択
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
自
分
自
身
と
旅
を
す
る
感
覚
で

し
ょ
う
か
？

　最
近
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
旅
も
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
芸
備
線
百
周

年
の
記
事
を
編
集
し
な
が
ら
「
旅
」
を

恋
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　（
原
田
）

　今
月
号
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
６
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
特
集
記
事
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
編
集
を
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様

や
学
校
、
市
役
所
内
で
の
多
く
の
人
達

の
力
添
え
が
あ
っ
て
、
一
つ
の
記
事
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　芸
備
線
は
今
年
で
開
通
百
周
年
。
甲

立
駅
前
の
踏
切
を
通
過
す
る
芸
備
線
の

車
両
を
、
小
田
東
小
学
校
の
児
童
た
ち

が
笑
顔
で
眺
め
て
い
ま
す
。

青 
山 
城
〈
後
篇
〉

あ
お

や
ま

じ
ょ
う

《
吉
田
町
吉
田
・
常
友
》

　こ
の
連
載
を
通
し
て
重
点
的
に
紹
介
し
て
き
た
の
が
、郡
山
合
戦
の
際
の
陣
地
跡

（
陣
城
）で
す
。今
回
の
青
山
城
で
尼
子
・
大
内
両
軍
の
一
連
の
陣
城
調
査
が
完
了
し
、

そ
の
概
要
が
ほ
ぼ
把
握
で
き
ま
し
た
。郡
山
城
を
含
む
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、郡
山
合
戦

の
実
像
に
迫
る
史
跡
と
し
て
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
地
域
の
宝
で
す
。

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

中枢部の鋭い切岸　写真２（西側より撮影） 垂直に削られた郭Ａ　写真１（北側より撮影）

青山城略測図（作図　秋本哲治）

あ
き
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芸備線 100 周年
記念式典

芸備線に乗ろうツアー

沿線市のマスコットキャラクターが勢ぞろい（三次駅）

三次駅に到着した記念ヘッドマークを付けたみよしライナー

みよしライナーを出迎える沿線市の首長やＪＲ関係者、来賓、地
元園児たち（三次駅）

甲冑試着体験で若武者に
なりきる男の子（三次駅）

　5 月 30 日（土）、100 周年を祝し、広島駅と三次駅で芸備線 100 周
年記念式典とさまざまなイベントが行われました。
　広島駅では、テープカットや広島市消防音楽隊による演奏の後、華々
しく記念ヘッドマークを付けたみよしライナーの出発を見送り、みよし
ライナーが到着した三次駅では、沿線北部３市のマスコットキャラク
ターや鉄道ファンなどが駆け付け盛大に出迎えました。駅前では観光協
会による観光ＰＲや、ＪＲの主催するさまざまなイベントが催されまし
た。

ツアーに参加した山
やま

本
もと

 真
ま

理
り

子
こ

さんから
　長男が芸備線の資料を博物館にお貸ししたので、このツアーのことを知

りました。小学校 5 年生から高校生まで、三次駅の国鉄職員の官舎に住ん
でいました。40 数年ぶりに官舎跡を訪れてみると風景が全然違っていて、
とても寂しい気持ちではありますが、子どもの頃過ごした場所の今の姿を
見ることができてよかったです。また、久しぶりに芸備線に乗って、リラッ
クスした時間を過ごすことができました。博物館の展示を見ても、芸備線
に乗っていた頃を懐かしく思い出すことができ、ツアー全体を通して楽し
むことができました。

　４月 28 日（火）・29 日（水）、安芸高田市歴史民俗博物館企画展の関連イベントとして、「芸備線に乗ろうツアー」
が開催されました。
　ツアーでは、博物館での企画展を見学した後、向原駅から三次駅までＪＲ芸備線に乗車。三次駅では転車台跡、旧
三次市文化会館ではＳＬ 48650 号機（通称「ハチロク」）、最後に西三次駅駅舎を見学し、参加した皆さんは興味深
そうに芸備線にまつわるものや場所を見学されていました。

学芸員から企画展の説明を聞くツアー参加者のみなさん

旧三次市文化会館ではＳＬ 48650 保存
活動による修復作業が行われています

三次駅で転車台跡を見学

地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
芸
備
線

　

芸
備
線
は
、
岡
山
県
新
見
市
の
備

中
神
代
駅
を
起
点
と
し
て
、
三
次
駅

を
経
て
終
点
広
島
駅
に
至
る
西
日
本

旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
の
鉄
道

路
線
で
す
。

　

私
鉄
の
「
芸
備
鉄
道
」
と
し
て
東

広
島
（
現
広
島
：
広
島
市
南
区
）
―

志
和
地
（
現
志
和
地
：
三
次
市
）
間

が
開
通
。
そ
の
後
、
昭
和
11
年
に
全

線
開
通
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

翌
年
の
昭
和
12
年
に
は
国
鉄
が
芸
備

鉄
道
を
買
収
し
、「
芸
備
線
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
に
は
、
木
次
線
経
由
週

末
快
速
「
ち
ど
り
」
の
運
転
が
開
始

さ
れ
、
山
陽
と
山
陰
を
つ
な
ぐ
重
要

路
線
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
自
家
用
車
等
が
普
及
し
た

今
で
も
、
県
北
地
域
と
広
島
市
を
つ

な
ぐ
地
域
路
線
と
し
て
走
り
続
け
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
運
行
状
況
は
、
広
島
―
三

次
間
で
１
時
間
あ
た
り
１
本
程
度
を

運
転
。
普
通
列
車
の
ほ
か
に
も
、
快

速
「
み
よ
し
ラ
イ
ナ
ー
」
が
４
往
復

運
転
さ
れ
て
い
ま
す
（
甲
立
駅
か
ら

広
島
駅
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
１
時

間
20
分
。
快
速
の
場
合
は
約
１
時

間
）。

主催者、来賓によるテープカット（広島駅）

＜向原駅から三次駅までの各駅＞

※長田駅、戸島駅、青河駅はかつて存在した短

い客車のガソリンカー専用の簡易停車場。栗屋

駅は大正 5 年～大正 11 年まで存在した駅。

※長田駅、戸島駅の詳細については、広報あき

たかた平成 27 年 4 月号裏表紙「安芸高田歴史

紀行」をご覧ください。

乗せて、つないで、100周年―芸備線開通 100周年―
　通勤、通学、帰省、観光、広島市街への買い物、飲酒したときの利用など、私たちの身近にあり、移動手段の一つとなっ
ている芸備線。
　その芸備線が開通したのは、今から 100 年前の大正４（1915）年。第二次世界大戦や高度経済成長期、バブル時代な
どの激動の時代を経て、今なお、安芸高田市、三次市、庄原市の県北地域と広島市を結ぶ地域路線として走り続けています。
沿線付近住民の利用はもちろん、遠方から県北地域へ来る際の交通手段としての活用も期待されています。
　開通 100 周年という大きな節目を機に、わたしたちのまちにある鉄道「芸備線」を、振り返ってみました。

（撮影場所：甲立駅）
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激
動
の
時
代
を
生
き
た
芸
備
線

　

芸
備
鉄
道
は
、
起
工
式
か
ら
わ
ず

か
１
年
４
か
月
で
東
広
島
～
志
和

地
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
三
次
駅
ま
で
の
一
区
間
を
残
し

て
開
通
し
た
理
由
と
し
て
、
青
河
ト

ン
ネ
ル
の
事
故
で
作
業
員
が
10
人
亡

く
な
っ
た
こ
と
や
、
三
次
と
志
和
地

の
間
に
複
数
の
ト
ン
ネ
ル
・
鉄
橋
が

あ
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
12
年
に
は
国
鉄
に
買
収
さ
れ
、

芸
備
鉄
道
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

着
工
当
時
は
鉄
道
が
上
根
峠
を
越

え
る
こ
と
が
困
難
で
、
芸
備
鉄
道
の

ル
ー
ト
と
し
て
吉
田
町
を
通
さ
な
い

こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た

当
時
の
吉
田
町
・
甲
立
村
民
が
猛
反

対
。
し
か
し
、
要
望
は
受
け
入
れ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
吉
田

町
と
甲
立
村
の
強
い
要
望
で
、
小
田

村
に
設
置
し
た
２
つ
の
駅
を
「
吉
田

口
駅
」「
甲
立
駅
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

芸
備
鉄
道
に
は
幻
の
鉄
道
路
線
が

あ
り
、
吉
田
口
―
大
朝
間
に
鉄
道
を

敷
設
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
昭

和
２
年
に
は
会
社
ま
で
設
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
株
主
か
ら
の
払
い
込
み
が

な
く
、
社
長
が
辞
職
す
る
な
ど
関
係

者
の
熱
意
も
冷
め
翌
年
解
散
。
出
雲

か
ら
宮
島
を
結
ぶ
「
雲
芸
鉄
道
」
の

計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

バ
ス
会
社
と
の
お
客
さ
ん
の
取
り

合
い
が
激
化
し
た
昭
和
４
年
に
は
ガ

ソ
リ
ン
カ
ー
の
運
行
が
始
ま
り
、
昭

和
16
年
ま
で
の
12
年
間
利
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

国
鉄
芸
備
線
と
な
っ
た
戦
時
中

は
、
兵
士
を
広
島
、
宇
品
に
送
り
、

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
と
き
に
は
、
被

爆
者
を
県
北
の
救
護
所
に
送
る
役
目

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
広
島
～
米
子
間
を
結
ぶ
快

速
ち
ど
り
が
誕
生
。
当
初
は
広
島
～

三
次
間
は
停
車
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
元
の
要
望
も
あ
り
、
昭
和
31

年
に
は
吉
田
口
駅
、
昭
和
33
年
に
は

甲
立
駅
に
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
30
～
40
年
代
は
芸
備
線

の
利
用
が
最
も
多
い
時
期
で
あ
っ
た

と
と
も
に
、鉄
道
の
近
代
化
も
進
み
、

黒
い
煙
を
出
し
な
が
ら
走
る
蒸
気
機

関
車
（
Ｓ
Ｌ
）
が
昭
和
45
年
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
マ
イ
カ
ー
時
代
へ
と
変

遷
し
、
昭
和
61
年
に
は
貨
物
の
取
り

扱
い
が
芸
備
線
全
線
で
廃
止
。翌
年
、

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
と
な
り
ま
し
た
。
急
行

み
よ
し
は
平
成
19
年
に
廃
止
と
な

り
、
今
で
は
快
速
み
よ
し
ラ
イ
ナ
ー

が
走
っ
て
い
ま
す
。

明
治
45
年

大
正
２
年

大
正
４
年

大
正
12
年

昭
和
４
年

昭
和
12
年

昭
和
16
年

昭
和
20
年

昭
和
24
年

昭
和
28
年

芸
備
鉄
道
株
式
会
社
設
立

下
深
川
停
車
場
（
現
広
島
市
）

に
て
起
工
式

１
月
25
日 

工
事
中
青
河
ト
ン
ネ

ル
（
志
和
地
～
三
次
間
）
に
て

天
井
崩
落
事
故
10
名
死
亡

４
月
28
日 

東
広
島
（
現
広
島
）

～
志
和
地
間
が
開
通

６
月
１
日 

志
和
地
～
三
次
間
開
通

12
月
8
日 

備
後
庄
原
ま
で
開
通

広
島
～
三
次
間　

ガ
ソ
リ
ン

カ
ー
運
転
開
始

備
後
十
日
市
～
広
島
間
国
鉄
買

収　

国
鉄
「
芸
備
線
」
誕
生

ガ
ソ
リ
ン
不
足
に
よ
り
ガ
ソ
リ

ン
カ
ー
及
び
専
用
駅
廃
止

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
被

爆
者
を
県
北
へ
移
送

「
日
本
国
有
鉄
道
」
と
し
て
発
足

広
島
～
米
子
間 

木
次
線
経
由
週

末
快
速
「
ち
ど
り
」
運
転
開
始

広
島
～
米
子
間　

木
次
線
経
由

週
末
快
速
「
夜
行
ち
ど
り
」

運
転
開
始

広
島
～
新
見
間
の
普
通
列
車
に

気
動
車
運
転
開
始

準
急
は
急
行
に
格
上
げ
、
芸
備

線
の
準
急
な
く
な
る

広
島
～
三
次
間 

一
部
牽
引
列
車

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
化
実
施

10
月
１
日 

広
島
～
三
次
間
を
無

煙
化

広
島
～
三
次
間
お
召
列
車
運
転

芸
備
線
に
新
型
気
動
車
「
キ
ハ 

40
・
47
」
を
導
入

急
行
「
み
よ
し
」
運
転
開
始

芸
備
線
の
貨
物
運
輸
営
業
廃
止

民
営
化
に
よ
り
「
西
日
本
旅
客

鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）」
と
な
る

4
月
16
日 

広
島
～
三
次
間
に
Ｓ

Ｌ
「
み
よ
し
号
」
運
転
（
Ｃ
57

使
用
）

広
島
～
三
次
間　

ワ
ン
マ
ン
運
行

開
始

急
行
「
み
よ
し
」
と
快
速
「
通

勤
ラ
イ
ナ
ー
」
が
快
速
「
み
よ

し
ラ
イ
ナ
ー
」
に
統
合

芸
備
線
開
通
１
０
０
周
年

昭
和
30
年

昭
和
37
年

昭
和
41
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭
和
62
年

平
成
元
年

平
成
3
年

平
成
19
年

平
成
27
年

―
年
表
―

快速ちどり
（撮影：細川 延夫 氏

  提供：広島県立歴史博物館 ）

芸備鉄道ポスター（個人）

芸備鉄道建設概要（個人）

ガソリンカー
（「芸備鉄道庄原線買収記念帳」より）

快速ちどり　停車記念式典（個人）

甲立駅貨車積風景
（「芸備鉄道庄原線買収記念帳」

より）

蒸気機関車お別れ運転（個人）

ヤミ米を運ぶ人（菁文社）

ＳＬみよし（個人）

急行みよし３号（長船 友則氏）

ヘッドマーク毛利元就
生誕 500 年（個人）

キハ 40 運転室（個人）

私
鉄
芸
備
鉄
道
と
し
て
誕
生
し
、
国
鉄
芸
備
線
、
さ
ら
に
民
営
化

で
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
へ
と
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
芸
備
線
。

芸
備
線
が
歩
ん
だ
１
０
０
年
の
歴
史
を
見
つ
め
ま
す
。

安芸高田市歴史民俗博物館

秋
あき

本
もと

 哲
てつ

治
じ

 学芸員

甲立駅（長船 友則氏）

吉田口駅（菁文社）

ＳＬみよし試運転
（個人）

向原駅

向原駅における
列車の行き違い

（「芸備鉄道庄原線買収記念帳」
より）

吉田口駅
（「芸備鉄道庄原線買収記念帳」

より）

甲立駅改札
（菁文社）

厳島神社、毛利元就の墓などの名

所や開通当時の鉄道路線が描かれ

ている

緑色の三本のラインは毛利元就の「三本の矢」を表してい

ると言われる
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　福岡県太宰府市から安芸高田市へ移住した松浦さんと松延さんは、7年前にトラブルに巻き込まれた松浦さんを松延さ

んが助けたことをきっかけに出会いました。その後二人は、太宰府市の様々なイベントやまちの活性化に関わり、その後

鉄道好きが高じて鉄道のジオラマ製作を請け負う「鉄道模型から始まる地域活性化の未来を広げるアムール工房」の看板

を掲げました。ジオラマに限らず神輿や料理を作ることもありました。「要するに、何でも屋です」と二人は言います。

　鉄道ジオラマ製作で二人が心がける事は「依頼者の想い出と、そのまちにしかない四季の風景を大事にする」ことだと

口を揃えます。依頼主がプロポーズした駅を再現するなど、これまで多くの人の笑顔を引き出されてきました。現地で撮

影した動画や写真をインターネットで制作現場に送り、期日に間に合わせるために “ 青春 18きっぷ ” 片手に長距離移動

することもあったそうです。「締切もあったので、激しいやりとりをしたけれど、今

では良い思い出です」と松浦さん。「『いつでも眺めていますよ』という依頼主の声を

聞くと一番嬉しいですね」と松延さん。そしてお二人は「私たちのような新しい市民

が気づく、新しい安芸高田市の魅力を繋げていきたい」と「発見の輪」が大切だと語っ

ていました。

　現在、吉田口駅再現ジオラマは、灰塚ダム近くのカフェ「湖畔の森」に展示され、

お二人は、そのカフェで店長兼料理人として活躍されています。

　「数年前に 2015 年が芸備線 100 周年の年だと気づき、三江線ラッピング車両『三江線神

楽号』の情報なども届いていたので、芸備線もこの機に何かできないかと考えついたこと

が、写真展を開くことでした」と語る水野さん。水野さん自身が撮影したものはもちろん、

元国鉄職員さんや鉄道ファンからたくさんの写真をお借りし、開催にこぎつけたそうです。

写真展は今年の４月から約１年間開催し、春夏秋冬の季節ごとに写真を入れ替え、7月上

旬に夏シーズンに撮られた写真に切り替える予定です。

　「安芸高田市には芸備線のほかにも、神楽や毛利氏関連史跡など、たくさんの宝がある」と言う水野さんは、そのこと

を写真展に訪れた方々にわかってもらうために、観光ポスターを展示会場の外に貼って、安芸高田市というまちをＰＲし

ています。「地元の人が何でもないと思っている催しや行事を、市外から来る人がめずらしがったりおもしろがったりす

ることで、地元の人もそれが立派なものだと気づくと思います。外部の視点からその良さを掘り起こしたい、と考えてい

ます。多くの方々が観光のために安芸高田市へ訪れ、それによって地元

の人も新たな魅力に気づく、という良い循環が生まれればいいなと思っ

ています」芸備線に惹きつけられる人たちに、安芸高田市が持つたくさ

んの魅力に気づいてもらえるよう、熱意を持って取り組まれています。

松浦 優さん、松延 誠さん

新しい目線で、新しい市の
魅力を繋げていきたい

沿線住民が持つ芸備線への想い―向原駅・吉田口駅・甲立駅―

人々の想いのつまった芸備線
沿線地域の一員として、元国鉄職員として、長年芸備線に携わってきた人たち。100 周年を機に、まちおこしのために芸備線を
活用している人たち。芸備線に関わってきた皆さんのお話を伺いました。

　現在、旧三次市文化会館にあるＳＬ 48650 号機（通称「ハチロク」）の復元作業を、手作業で

ほぼ毎週末行われている湧廣さん。このＳＬは保存状態がとても良く、見に来られた方には、こ

んなにきれいに残っていたのかとよく驚かれるそうです。

　「復元作業では、文化財としての価値を失わないよう、部品は使われていたものを使用するよ

うに努めています。将来は、走ることはできないが操作ができる、運転士用シミュレーター並み

のものにしたいと考えています」と湧廣さん。また、今年に入ってから、ある地域に残されてい

た蒸気機関車Ｄ 51の車両が解体されてしまったことについて、「解体してしまえば、例え何億

円積もうが元には戻りません。このＳＬは、芸備線、三江線、福塩線の歴史を知る大切な文化財

です」と力強く語ります。

　以前は船や新幹線の製造の仕事をしていたため、車両を修理するある程度の知識はある湧廣さん。しかし、どう修理し

たらいいのかわからないときは、本を読んで調べたり、実際に作業してみて検証されています。「40年ぶりに動いたとき

は、感動しますし、嬉しいですね」

　芸備線の歴史を後世に伝えていくため、復元作業終了後は

子どもたちに社会見学に来てもらうなど教育にも活用して

もらいたいと考えておられます。また、現在ボランティアを

募集しており、「鉄道に詳しくない方でも、簡単な復元作業

はできますので、お気軽にご参加ください」

水野 秀夫さん

写真展から、安芸高田市の魅力を発信県北地域の宝を復元中

ＳＬ 48650 号機の外観と
塗装を剥がす作業を
行っている様子

写真展の外観と、
写真展で思い出に
浸る来場者のみな
さん

松浦さんと松延さんによって作られた吉田口駅再現鉄道ジオラマ。それを興味深そうに見る男の子

　「高校を卒業して県北の東城町に就

職しましたが、休日には急行ちどりに

乗り込み広島市内で遊び、帰りはポ

ケットウィスキーとするめを買ってい

たので、3時間の長旅も苦になりませ

んでした。

　7年前から広島市内の職場に芸備線

で通うようになり、出勤時に清掃活動

されている地域の方々と話すように

なったことがきっかけで、地域の事に

興味を持つようになりました。現在、

振興会事務局長として、毎週集まって

地域の将来のための活動を行っていま

す。昭和の大合併によって、地域が寂

れていく経験をした小原地域だからこ

そ、今、危機感

を持って地域振

興活動ができて

います。皆さん

の協力があって

こそ地域が活性

化すると思いま

す」 小原地域振興会

谷口 恭一 事務局長

吉田口
　「私は元国鉄職員ですが、機関士の

姿に憧れたことが、当時の国鉄に入る

きっかけでした。西日本鉄道ＯＢ会三

次支部向原分会の会員数は現在 54名

で、年に 2回駅構内美化活動をし、3

か月に 1回会合を開き、情報紙を発

行し、情報を共有しています。

　昔は芸備線の通勤・通学利用者が多

く、向原駅の利用者が 1日平均 2,600

人になることもあったと思います。ま

た、貨物・小荷物の取扱いもあり、製

材所から出荷された製材や近隣で採れ

た梨、桃などの果物など輸送するもの

が多く、まちも栄え、駅前の食堂が賑

わっていたことをよく覚えています。

　今後は活性化

の取組として、

三江線と一緒に

なって、芸備線

沿線の観光資源

をＰＲしていけ

ばよいのではな

いでしょうか」

向原

鉄道OB会三次支部向原分会

岡崎 耕二 会長

　「旧国鉄時代、機関士として山陽本

線では貨物列車、また芸備線では貨物

や旅客列車を運転していました。当時

は通勤者が大変多く乗車され、材木や

米も多く集荷されていました。まさに、

鉄道輸送は文化、物流の主役でした。

三次から備後落合方面に乗務するとき

は、古びた高い鉄橋の上を通過する時

や雪の降る日の運転は、怖くて緊張し

たことを思い出します。

　家の庭には、旧甲立駅にあった植木

の切り株があります。朝夕見て思うこ

とは、昔の駅舎はなかなか趣があり、

利用者の生活の匂いが感じられていた

なぁと懐かしくなります。今後、芸備

線の賑わいを取

り戻すには何よ

りも『人の力』

が必要だと思い

ます。100 周年

を機にその力が

集まることを期

待しています」

甲立

鉄道ＯＢ会三次支部甲田分会

土本 義雄 前会長

来場者に説明をする水野さん

（愛称：ヒゲさん）
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先
の
大
戦
で
公
務
等
の
た
め
国
に

殉
じ
た
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
て
、

第
十
回
特
別
弔
慰
金
（
額
面
25
万
円　

5
年
償
還
の
記
名
国
債
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
対
象
者　

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族（
生

ま
れ
て
い
た
こ
と
）
が
要
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
4
月
1
日
を

基
準
と
し
、
同
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方

が
い
な
い
場
合
、
先
順
位
者
の
遺
族

1
名
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。
な

お
、
子
に
つ
い
て
は
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
胎
児
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
支
給
順
位
者

①①
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
受
給
権
者　

①②
戦
没
者
等
の
子

①③
戦
没
者
等
の
父
母
・
孫
・
祖
父

母
・
兄
弟
姉
妹

※
支
給
要
件
が
あ
り
、
遺
族
の
状

況
（
婚
姻
・
養
子
縁
組
等
）
に
よ

り
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

①④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
等
）

マイナンバーが始まります　ー社会保障・税番号制度ー
総務課  ☎４２－５６１１

戦没者等の遺族の皆様に特別弔慰金が支給されます
社会福祉課 ☎４２－５６１５

10 月から、マイナンバー（12桁の個人番号）が通知されます。

マイナンバーってそもそもなんなの？
　マイナンバーは、住民票を持つ人たち 1人に 1つずつ配布される 12桁の番号です。この番号を利用して、行政

のいろいろな部門で保管している国民 1人 1人の情報を「これは同じ人のものだ」という確認をして、しっかり

管理し、よりスムーズに活用できます。

マイナンバーいつからはじまるの？
マイナンバーの本格的な運用がスタートするのは、2016 年の 1月からです。それに向けた準備として、2015

年 10 月から住民票に記載されている住所あてに、簡易書留によりマイナンバーの通知をしていきます。

■
請
求
期
間

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で
の
３
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
受
付
場
所

　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
係

【
留
意
事
項
】

•①

こ
れ
ま
で
に
受
給
し
た
こ
と
が
あ

る
方
は
、「
前
回
の
裁
定
通
知
書
」、

「
国
庫
債
券
の
写
し
」、「
郵
便
局

の
国
庫
債
券
預
か
り
証
」
な
ど
の

受
給
歴
の
わ
か
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

•①

初
め
て
請
求
に
来
ら
れ
る
方
は
、

戦
没
者
等
の
死
亡
日
、
死
亡
当
時

の
本
籍
地
や
家
族
状
況
の
わ
か
る

資
料
、
戦
没
者
等
に
対
す
る
年
金

の
証
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

•①

請
求
の
相
談
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
及
び
短
期
入
所
時
の
食
費
・
居
住
費
は
利
用
者
の
負
担
で
す
。
た
だ
し
利
用

者
の
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方
や
生
活
保
護
受
給
者
の
方
等
に
は
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
（
市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
）。

■
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額

  　       　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
※
日
常
生
活
費
…
散
髪
代
や
被
服
費
な
ど
、
利
用
者
の
希
望
に
よ
り
か
か
る
費
用

第
1
段
階
：
生
活
保
護
受
給
ま
た
は
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し

　
　
　
　
　

て
い
る
方

第
2
段
階
：
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
、
年
金
収
入
等
が
年
額
80
万
円
以
下
の
方

第
3
段
階
：
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
、
年
金
収
入
等
が
年
額
80
万
円
を
超
え
る
方

第
4
段
階
：
市
民
税
課
税
世
帯
の
方

※
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年
8
月
以
降
の
負
担
限
度
額
認

定
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
の
他
、
預
貯
金
等
が
単
身
で
１
，
０
０
０
万
円
以
下
、

夫
婦
で
２
，
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
、
課
税
状
況
に
つ
い
て
は
、
世
帯
分
離
を
し

て
い
て
も
配
偶
者
の
住
民
税
課
税
状
況
も
勘
案
す
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
（
申
請
時

に
通
帳
等
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

■
負
担
限
度
額
の
認
定
申
請

　
食
費
・
居
住
費
の
負
担
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
は
、
個
別
に
更
新
手
続
き
の
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

す
こ
や
か
介
護	

　【施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
食
費
・
居
住
費
の
負
担
軽
減
】

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

　

市
で
は
Ｊ
Ｒ
甲
立
駅
、
吉
田
口
駅
、

向
原
駅
周
辺
駐
車
場
の
利
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

各
駐
車
場
は
月
極
利
用
、
一
時
利
用

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
芸
備

線
を
ご
利
用
の
方
な
ど
の
申
込
み
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
月
極
利
用
料
金
】

1
か
月　

３
，
２
０
０
円

【
一
時
利
用
料
金
】

1
日　
　
　
　

４
０
０
円

　

甲
立
駅
、
向
原
駅
は
発
券
機
を
ご
利

用
下
さ
い
。
吉
田
口
駅
は
料
金
箱
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
指
定
管
理
者
に
よ
り
管
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

月
極
駐
車
場
ご
利
用
の
際
は
次
の
申

込
み
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
申
込
先
】

■
Ｊ
Ｒ
甲
立
駅
駐
車
場
・
Ｊ
Ｒ
吉
田

口
駅
駐
車
場

株
式
会
社　

こ
う
だ
21

（
甲
立
駅
甲
迎
館
２
階☎

45
―
５
３
１
０)

■
Ｊ
Ｒ
向
原
駅
駐
車
場　
　

①

安
芸
高
田
市
商
工
会
☎
42
―
０
５
６
０

※
利
用
の
受
付
は
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト①

や
す
ら
ぎ
会
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
向
原
農
村
交
流
館
や
す
ら
ぎ

☎
46
―
３
９
８
７
）

ＪＲ芸備線駅周辺の市営駐車場のご案内
管理課 ☎４７－１２０１

（※）7月利用分までは 370 円となります

食費・居住費（滞在費）の負担限度額 （単位：円 / 日）

利用者

負担段階

居住費の負担限度額

食費負担

限度額

ユニット

型個室

ユニット

型準個室

従来型個室 多床室
特養 老健

療養型
特養 老健

療養型
第 1 段 階 820 490 320 490 0 0 300
第 2 段 階 820 490 420 490 370 370 390
第 3 段 階 1,310 1,310 820 1,310 370 370 650
第 4 段 階 1,970 1,640 1,150 1,640（※）840 370 1,380

＋

＋

＋
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あ
き
た
か
た
市
民
が

日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を
披
露
！

■
舞
台
芸
能
の
祭
典

　

ダ
ン
ス
・
音
楽
・
和
太
鼓
・
舞
踊
な

ど
新
し
い
舞
台
で
華
や
か
に
最
高
の
演

技
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
場　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

開
催
日　
平
成
27
年
11
月
29
日
（
日
）

○
応
募
資
格　

安
芸
高
田
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
出
演
料　
　

無
料

○
募
集
分
野　

民
謡
民
舞
・
日
本
舞

踊
・
吟
詠
剣
詩
舞
・
和
太
鼓
・
邦
楽
・

合
唱
・
洋
舞
・
洋
楽
（
音
響
対
応
困

難
の
た
め
、
バ
ン
ド
演
奏
は
対
象

外
）・
芸
能
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
独
唱
・

手
品
等
、
幅
広
く
募
集
し
ま
す
）

○
申
込
期
限　

８
月
25
日
（
火
）

■
展
示
芸
術
の
祭
典

　

絵
画
・
書
・
写
真
・
生
け
花
・
工
芸

な
ど
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
の
大
ホ
ー

ル
に
力
作
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
場　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

開
催
日　

平
成
28
年
１
月
24
日
（
日
）

か
ら
1
月
30
日
（
土
）

○
応
募
資
格　

安
芸
高
田
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
出
展
料　

無
料

○
出
展
数　

お
ひ
と
り
１
ジ
ャ
ン
ル

に
つ
き
１
作
品

○
作
品
サ
イ
ズ　

パ
ネ
ル
展
示
作
品

は
額
装
等
を
含
ん
だ
寸
法
と
し
、
縦

１
８
０
セ
ン
チ
×
横
１
８
０
セ
ン
チ
以

内
（
た
だ
し
、
書
の
軸
総
作
品
は
縦

２
０
０
セ
ン
チ
ま
で
可
）

※
作
品
の
搬
入
出
・
展
示
・
管
理
は
出

品
者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
作
品
の
損
傷
・
紛
失
に
つ
い
て
、
実

第 9回あきたかた市民文化祭参加者募集中
生涯学習課  ☎４２－００５４

行
委
員
会
で
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
主
催
者
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
題
名
）

の
み
作
成
し
、
説
明
文
他
掲
示
物
は
作

成
し
ま
せ
ん
。

※
著
作
権
等
の
問
題
は
出
品
者
に
お
い

て
解
決
し
、
問
題
の
発
生
す
る
作
品
の

出
品
は
お
断
り
し
ま
す
。

○
申
込
期
限　

11
月
20
日
（
金
）

■
共
通
内
容

○
申
込
方
法　

所
定
の
募
集
要
項
兼

申
込
書
（
各
文
化
セ
ン
タ
ー
に
配
置
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
可
能
）
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン

タ
ー
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
主
催　

あ
き
た
か
た
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会

○
問
合
先　

実
行
委
員
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

文
化
振

興
係　

☎
42
―
０
０
５
４
）

市長
　コラム

ワイド版

第 回

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

34件

１人

46人

48件

０人

77人

－14人

＋1人

－31人

死 者 数

負傷者数

H27.5末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

広島県夏の交通安全運動
　期　　間　７月11日～７月20日までの10日間
　　　　　　広島県スローガン
　　　　　　『思いやり　ゆとりは無事故に　つづく道』
　運動重点　・高齢者の交通事故防止（高齢者の交通安全意識の高揚）
　　　　　　・自転車の安全利用の推進
　　　　　　・飲酒運転の根絶（飲酒運転を絶対にしない・させない規範の確立）

☆広島県警では、「年間交通事故死者数90人以下」の達成に向けて
「なくそう交通死亡事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレー
ズに交通死亡事故抑止に向けた取組を展開しています。
　～　皆　様　の　ご　協　力　を　お　願　い　し　ま　す　～
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　夏本番を迎え、川や
海に出かけることが多
くなる時期です。
　子どもだけでの川遊
びは大変危険です。保
護者が目を離したすき
に、子どもたちは自由
に行動して危険な場所に行くことも予想されま
す。家庭でルールを決めて遊ばせましょう。

浅いから大丈夫は危険！
　30㎝あれば溺れることもあります。
　特に幼い子どもの場合は、パニックになると
立ち上がることができず溺れることもあります。

もしもの時は？
　事故に遭ったときは、慌てることなく、119、
110番通報をし、近くにある浮き輪、木、ロー
プを利用して助けましょう。

水難事故に注意！

○管内交通事故の特徴（５月）
・正面衝突（中央線をはみ出し対向車と衝突）

10
年
後
を
見
据
え
た
安
芸
高
田
の
ま
ち
づ
く
り

　
「
第
1
次
総
合
計
画
（
平
成
17
年
～
平
成

26
年
）」
で
は
「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」

を
将
来
像
に
掲
げ
、「
住
民
と
行
政
が
奏
で

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
進
行
を
止
め
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
自

然
災
害
の
脅
威
に
よ
る
不
安
意
識
が
高
ま

り
、
経
済
規
模
縮
小
に
よ
る
地
域
活
力
の
低

下
な
ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
続
け

て
い
ま
す
。

　
「
第
2
次
総
合
計
画
（
平
成
27
年
～
平
成

36
年
）」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
市
民
と
手
を
携
え
る
「
協
働
」

を
更
に
発
展
さ
せ
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
支
え
合
い
の
考
え
方
を
重
要
視
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
安
芸
高
田
市
民
憲
章
」、「
第

3
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱
」、
新
た

な
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
方
向
性
や
考
え
方
を
踏
ま
え
、「
市
民
総

ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
に
よ
る
、
地
域
で
支
え
合

う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、「
民
間
活
力
の
活

用
」、「
多
文
化
共
生
」
の
推
進
な
ど
の
考
え

を
盛
り
込
ん
だ
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
挑
戦
を
示
し
た
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
将
来
像
と
し
て
、「
人
が
つ
な
が

る
田
園
都
市　

安
芸
高
田
」
を
唱
え
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
、「
人
が
集
い
育
つ
ま
ち

づ
く
り
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

の
3
つ
の
都
市
像
を
も
っ
て
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
都
市
を
中
心
に
全
国
的
に
進
む
人
口

減
と
高
齢
化
を
、政
府
も
真
摯
に
受
け
止
め
、

そ
の
対
策
と
し
て
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
」、「
日
本
再
興
戦
略
」
が
平
成

25
年
6
月
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
は
、民
間
の
知
恵
や
資
金
を
活
用
し
つ
つ
、

身
の
丈
に
合
っ
た
都
市
構
造
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
は
、
土
地
利
用
制

度
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
民
間
を
活
用
し

た
住
居
斡
旋
や
、
生
活
機
能
の
誘
導
、
空
き

店
舗
・
空
き
家
の
活
用
、
公
共
施
設
、
学
校

跡
地
の
活
用
な
ど
民
間
指
導
に
よ
る
「
身
の

丈
に
合
っ
た
再
整
備
」
が
必
要
で
す
。
つ
ま

り
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
は
市
民
の
住
居

や
生
活
機
能
を
ま
ち
の
中
心
地
に
誘
導
す
る

こ
と
で
す
。
中
心
の
規
模
を
何
処
に
す
る
の

か
は
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
な

が
ら
、
課
題
は
多
く
慎
重
に
決
定
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
、
人
口
減
少
に

よ
る
集
落
の
再
編
は
効
率
的
な
行
政
を
執
行

す
る
た
め
に
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で

す
。
拙
速
な
判
断
は
避
け
、
市
民
の
皆
様
と

十
分
な
議
論
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
の
人
口
は
、平
成
27
年
２
９
，

６
７
６
人
、
10
年
後
（
平
成
36
年
）
２
６
，

３
２
６
人
、
20
年
後
（
平
成
46
年
）
２
２
，

８
４
４
人
と
推
計
し
ま
し
た
。「
第
2
次
総

合
計
画
」
で
は
、
10
年
後
の
目
標
人
口
と
し

て
、今
後
の
安
芸
高
田
市
の
成
長
を
期
待
し
、

（
平
成
36
年
）
の
人
口
を
２
７
，
５
０
０
人

と
し
、
推
計
値
２
６
，
３
２
６
人
よ
り
、
１
，

２
０
０
人
増
と
し
ま
し
た
。
大
変
に
厳
し
い

数
字
で
す
が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
少
し

で
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
、
企
業
誘
致
、
観
光
開
発
、
農
林
業
等
地

域
資
源
開
発
、
空
き
家
対
策
等
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
駆
使
し
て
、
雇
用
促
進
を
促
し
、
目
標

達
成
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
、
26
年
の
長

き
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
て
き
た
「
美
土

里
町
観
光
協
会
」
は
、
平
成
27
年
４
月

28
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
そ
の
名

称
を
「
神
楽
を
応
援
す
る
美
土
里
の

会
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

美
土
里
町
内
は
も
と
よ
り
、
安
芸
高

田
市
全
体
の
観
光
振
興
は
「
一
般
社
団

法
人　

安
芸
高
田
市
観
光
協
会
」
に
委

ね
ら
れ
ま
す
。
新
名
称
と
な
っ
た
「
神

楽
を
応
援
す
る
美
土
里
の
会
」
で
は
、

地
域
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
楽
の
振
興

に
特
化
し
た
事
業
を
中
心
に
活
動
す
る

予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
美
土
里
町
観
光
協
会

で
の
活
動
趣
旨
を
継
承
し
、
石い
し

川か
わ 

正ま
さ

義よ
し 

会
長
を
は
じ
め
、
役
員
・
会
員
一

丸
と
な
っ
て
神
楽
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
か
れ
ま
す
。

（
神
楽
を
応
援
す
る
美
土
里
の
会
事
務
局

神
楽
門
前
湯
治
村 

☎
54
―
０
８
８
８
）

美土里町観光協会が名称を
「神楽を応援する美土里の会」に変更されました

商工観光課 ☎４７－４０２４
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不
安
な
も
の
で
す
！

　

私
が
25
歳
で
台
北
に
一
人
で
住
み
始

め
て
一
週
間
も
し
な
い
週
末
、
鍵
を
家

に
忘
れ
ま
し
た
。
財
布
も
家
の
中
。
当

時
は
携
帯
も
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
も
分

か
ら
ず
、
知
り
合
い
も
ほ
ぼ
ゼ
ロ
、
お

金
も
連
絡
手
段
も
な
い
。
そ
の
時
の
不

安
や
焦
燥
感
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
経
験
が
あ
る
の
で
、
親
し
い
友
人

も
お
ら
ず
言
葉
も
十
分
に
話
せ
な
い
外

国
籍
市
民
は
、
日
本
で
ど
ん
な
気
持
ち

で
暮
ら
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
つ
い
思
い

ま
す
。

　

技
能
実
習
生
を
仲
介
す
る
会
社
で
日

本
語
を
教
え
て
い
る
友
人
は
、
あ
る

実
習
生
か
ら
友
達
を
つ
く
る
た
め
に

は
「
日
本
人
に
ど
う
声
を
か
け
れ
ば
い

い
の
か
」、「
日
本
人
が
断
る
時
は
ど
ん

な
返
事
を
す
る
の
か
」、
教
え
て
ほ
し

い
と
質
問

さ
れ
た
そ

う
で
す
。

ま
た
別
の

実
習
生
は

「
自
分
が

中
国
語
を

教
え
、
相

手
か
ら
日

本
語
を
教

え
て
も
ら

え
る
と
言
葉
も
覚
え
、
友
だ
ち
に
な
れ

て
良
い
な
」
と
話
し
た
そ
う
で
す
。
こ

こ
に
は
日
本
に
溶
け
込
み
た
い
と
い
う

実
習
生
の
思
い
が
見
え
ま
す
。

　

溶
け
込
め
る
よ
う
努
力
す
る
の
は
実

習
生
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は

来
日
の
前
と
後
に
日
本
語
や
日
本
の
生

活
習
慣
等
を
学
び
ま
す
が
、
あ
る
仲
介

会
社
の
経
営
者
は
、
授
業
態
度
の
悪
い

実
習
生
に
日
本
だ
と
体
罰
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
厳
し
い
指
導
を
し
て
い
ま
し

た
。会
社
の
信
用
に
も
関
わ
り
ま
す
が
、

現
場
に
出
て
苦
労
す
る
の
は
彼
ら
だ
か

ら
で
す
。
そ
の
経
営
者
は
ま
た
、
派
遣

先
の
会
社
で
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
「
気
遣
い
」
を
教
え
、
実
習
生
が
頑

張
っ
た
ら
会
社
の
人
に
も
そ
れ
を
認
め

て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
の
連
休
中
、
中
国
人
実
習
生
と

思
え
る
グ
ル
ー
プ
が
街
を
歩
い
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
当
人
の
努
力
は
当
然

で
す
が
、
日
本
人
を
含
め
た
周
囲
の
思

い
や
り
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
実
習
期
間

を
楽
し
く
過
ご
せ
た
ら
良
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

（
文
：
県
立
広
島
大
学

�

上
水
流 

久
彦 

准
教
授

イ
ラ
ス
ト
：

　

ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課　

☎
４
２

－

５
６
３
０

瑞宝単光章
後
ご

藤
とう

 春
はる

繁
しげ

さん（74）
元　美土里町消防団分団長

　昭和41年に美土里町消防団に入
団し、昭和58年に美土里町消防団
班長、平成5年からは美土里町消防

団分団長を務められ、34年の永きにわたり、絶えず
現場の第一線において消防活動に尽力され、美土里町
の消防団発展に寄与されました。

春の叙勲　おめでとうございます

瑞宝単光章
唯
ただ

杉
すぎ

 知
ち

弘
ひろ

さん（80）
元　国勢調査員（高宮町）

　昭和35年から平成22年までに
国勢調査員として計11回、世界農
林業センサス、農業センサスの調査

員を計9回務められ、50年以上の永きにわたり調査
に従事されました。地域住民への誠意ある説明により
多大なる信頼を得られ、より精度の高い調査資料の確
保に貢献されました。

美土里小学校・みどりの森の絵本館
　美土里小学校では、自分の作ったオリジナルバックを図書館へ持参し、借り
たい本を15冊まで借りる「マイブックバック」の取組や、毎月23日の「文の
日」を「ファミリー読書の日」とする家族読書の奨励などが行われています。
　また、みどりの森の絵本館は、平成９年の設立以降、町内の小学校や保育所
等で読み語りを行われており、特に小学校での活動は、学年ごとにテーマを絞っ
た読み語りや「おすすめの本」の配置、6年生の卒業時に本との出会いを大切

にする大人になって欲しいという思いを込めた、「オリジナル手作りカード」の手渡しなどが行われています。美土里
小学校とみどりの森の絵本館の地域に根付いた長年の活動の功績が認められ、この度文部科学大臣賞を受賞されました。

文部科学大臣表彰をＷ受賞　～地域が一体となった読書推進の取組～

大
雨
災
害
に
注
意
！

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
入
る
と
と

も
に
、
台
風
の
時
期
に
も
入
り
ま
す
。

昨
年
8
月
20
日
に
発
生
し
、
74
人
の
方

が
犠
牲
に
な
っ
た
広
島
土
砂
災
害
の
よ

う
に
近
年
で
は
全
国
各

地
で
局
地
的
な
豪
雨
が

発
生
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
の
形
態
は
年
々
変
化
し
て

お
り
、
今
ま
で
被
害
が
な
か
っ
た
場
所

で
も
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
は
い

つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
時
に
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き

る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
天
気
予
報
を
確
認
し
、
大
雨
が
予
想

さ
れ
る
際
に
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
収
集

す
る
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で

も
確
認
で
き
ま
す
）。

・
緊
急
時
に
備
え
て
、
貴
重
品
や
非
常

食
糧
を
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
準

備
し
て
お
く
。

・
事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
使
用

し
て
危
険
個
所
や
避
難
場
所
、
避
難

経
路
を
家
族
や
地
域
住
民
で
確
認
し

て
お
く
。（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は

洪
水
な
ど
の
水
害
や
土
砂
災
害
時
に

避
難
す
る
場
所
や
注
意
す
べ
き
箇
所

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
5
月
の
通

知
広
報
で
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
）。

　

ま
た
、
災
害
時
等
に
避
難
場
所
を
開

設
し
た
場
合
に
は
、
お
太
助
フ
ォ
ン
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

熱
中
症
に
な
り
に
く
い 

身
体
を
作
ろ
う

　

梅
雨
も
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
よ
り
夏

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
増
加
す
る
の
が
熱
中
症
で
す
。
熱
中

症
は
、
夏
の
強
い
日
射
し
の
下
で
激
し

い
運
動
や
作
業
を
す
る
時
だ
け
で
な

く
、
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ
な
い
梅
雨
明

け
の
時
期
に
も

発
生
し
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
と

な
る
の
が
「
暑し
ょ

熱ね
つ

順じ
ゅ
ん

化か

」で
す
。

■
暑
熱
順
化
と
は
？

　

皆
さ
ん
は
「
暑
熱
順
化
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
暑
熱
順
化

と
は
、「
暑
い
環
境
で
も
体
温
調
節
が

で
き
る
よ
う
、
体
が
暑
さ
に
適
応
し
た

状
態
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
暑
熱
順

化
す
る
と
、
発
汗
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
熱
の
放
出
が
早

い
段
階
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

体
温
（
核
心
温
）
の
上
昇
は
少
な
く
な

り
、
夏
バ
テ
や
、
熱
中
症
を
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
本
来
は
自
然
と
暑
熱
順
化
す
る

　

初
夏
の
頃
な
ど
、
急
に
暑
く
な
る
時

期
に
熱
中
症
が
多
く
発
生
す
る
の
は
こ

の
暑
熱
順
化
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
た

め
な
の
で
す
が
、
日
本
で
は
通
常
、
夏

に
向
け
て
気
温
が
徐
々
に
上
が
っ
て
い

く
の
で
梅
雨
明
け
く
ら
い
に
自
然
と
暑

熱
順
化
が
成
立
し
ま
す
。
し
か
し
、
か

つ
て
は
誰
で
も
梅
雨
の
暑
さ
に
よ
り
順

化
し
て
き
ま
し
た
が
、
冷
房
の
あ
る
環

境
で
過
ご
す
人
が
増
え
た
今
は
積
極
的

に
順
化
す
る
た
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
暑
熱
順
化
を
促
進
さ
せ
る
方
法

が
、積
極
的
に「
汗
を
か
く
こ
と
」で
す
。

手
軽
に
汗
を
か
く
方
法
に
、「
半
身
浴

や
サ
ウ
ナ
」、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、「
自

転
車
を
こ
ぐ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
梅

雨
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
日
課
と
し
て
汗

ば
む
程
度
の
運
動
を
１
時
間
半
く
ら
い

続
け
る
よ
う
に
す
る
と
、
少
し
ず
つ
順

化
し
て
体
が
楽
に
な
り
ま
す
。
暑
さ
へ

の
耐
性
を
高
め
、
今
年
の
夏
を
過
ご
し

や
す
く
す
る
た
め
に
も
積
極
的
に
汗
を

か
い
て
体
を
暑
熱
順
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

2件
（21件）

93件
（549件）

2件
（7件）

3件
（13件）

５月
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置いて
いますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。小
さいお子様と保護者のための場所です。小学生以上の利用
は、ご遠慮ください。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますので

ご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを

連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て支援センター（ 47－1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 

〈電話での相談も受け付けています〉
■受付時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
7月16日（木） 

10：00～10：15　受付 
10：15～10：45　活動

クリスタルアージョ　１階 
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　０歳児

7月23日（木） 
10：00～10：15　受付 
10：15～10：45　活動

クリスタルアージョ　１階 
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　１歳児

７月31日（木） 
10：00～10：15　受付 
10：15～10：45　活動

吉田運動公園 
エアロビクス室 

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　２～４歳児

月日・受付時間 対　　象 会　場
７月２日（木）
13：00～13：15

３歳児健康診査
・H24年月１月生まれ 保健センター

７月９日（木）
13：00～13：15

１歳６か月児健康診査
・H25年12月生まれ 保健センター

７月16日（木）
13：00～13：15

乳児健康診査
・H26年９月生まれ 保健センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。

※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医

療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

さつま芋の植え付け体験をする小田東保育所の園児たち
（6月9日（火）撮影）

育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付時間 主な対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

７
月
10
日
（
金
）

10：00～11：30 吉田町

保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児相談

※4か月児相談、2歳6か月児相談の
対象児には個人通知します。

【対象】4か月児相談は平成27年3月
生まれ。

　2歳6か月児相談は平成25年1月生
まれ。

※内容：身体計測・食生活・歯・育児
全般における相談。

※現在使用している歯ブラシをご持参
ください。

※午後の相談会では、『おっぱい相談』
も行います。希望の方は、事前に保
健医療課へお申込みください。

　（ 42－5633）

13：00～14：30
吉田町

美土里町
高宮町

７
月
24
日
（
金
）

10：00～11：30 甲田町

13：00～14：30
向原町

八千代町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

７月30日（木）
クリスタルアージョ
201

７月21日(火）～
７月27日（月） 　

★小学就学までの乳幼
児をもつ保護者

エプロン・タオル・
水分補給

※定員12名（定員になりしだい申込を終了します。）
※託児があります（お願い：お子さんの昼食は各自でご持参下さい。）
※参加希望の方は、保健医療課（☎４２ー５６３３）へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email  :  genkiup@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「ビューティーアップ教室申し込み」と入力し、本文に名前、託児の有無（有の方
は託児の人数）を入力して下さい。

ビューティーアップ教室
★運動と食事でからだの中からキレイになろう！★
　代謝がよくなるエクササイズや、からだの中からキレイを作るをテーマとしたクッキングをします。体
組成測定でからだのバランスチェックをします。運動しやすい服装でお越しください。

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
７月１日（水） 
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

７月２日（木） 
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
７月７日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月７日（火） 
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

７月８日（水） 
 9：45～11：00 甲立保育所 園 庭 開 放

７月９日（木） 
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

７月10日（金） 
10：00～11：30 吉田幼稚園 しゃぼん玉で遊ぼう

７月14日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月14日（火） 
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

７月16日（木） 
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

７月16日（木） 
10：00～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

７月21日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月21日（火） 
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

７月28日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月29日（水） 
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

７月30日（木） 
10：00～11：30 みつや保育所 園 庭 開 放

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。

刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

【乳幼児健康教室】

すくすく離乳食教室
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 
　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

7月17日（金）
クリスタルアージョ
１０１

７月７日（火）～
７月14日（火） 　

★生後９か月児～　　
　１歳６か月児とその家族

保護者エプロン

※定員15組（定員になりしだい申込を終了します）
※参加希望の方は、保健医療課（☎４２ー５６３３）へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、アレ
ルギーの有無、きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。（ ）

（ ）
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

保
険
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限

が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
保

険
証
に
つ
い
て
は
、
７
月
下
旬

に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
等
の

記
載
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
万
が
一
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
保
健
医
療
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

就
職
や
退
職
な
ど
の
異
動
に

伴
い
、
健
康
保
険
の
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
14
日
以
内
に
市
役

所
保
健
医
療
課
ま
た
は
、
各
支

所
窓
口
係
ま
で
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
届
出

が
遅
く
な
る
と
？

　

喪
失
の
届
出
が
な
い
と
保
険

税
が
課
税
さ
れ
続
け
ま
す
。
勤

務
先
の
社
会
保
険
等
の
保
険
料

と
二
重
に
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
社
会
保
険
等
の
保
険

証
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
速
や
か

に
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
保
健
医
療
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

保
健
医
療
課　

４
２－

５
６
１
９

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

（ひとり分　エネルギー：85kcal、塩分：０g）

材料（2人分）

かぼちゃ� ……………………150g
レモン� …………………輪切り2枚
砂糖� ………………………大さじ1
はちみつ� ………………大さじ1弱
かつお昆布だし�……………１カップ

作り方

①かぼちゃは種とわたを除いて一口大に切り、皮をまだ
らにむいて面取りする。
②レモンはイチョウ切りにする。
③鍋に①と②・だし・はちみつ・砂糖を入れ、かぼちゃ
が軟らかくなるまで約15分煮る。
【ポイント】　　　レモンの酸味を生かして減塩効果！！

安芸高田市食生活改善推進協議会
八�千�代�支�部

私たちが紹介します♪

夏野菜で夏を元気で乗り切りましょう!!

毎月19日は 食育の日

　夏は、汗と一緒にビタミンやミネラルなどの栄養成分
が体から失われてしまいます。そこで、疲労回復効果の
あるビタミンＢ１や、体の免疫力を高め紫外線から守って
くれるビタミンＣを多く含む夏野菜を食べて元気に過ご
しましょう。
☆ビタミンCを多く含む食物・・・ピーマン、ゴーヤ、果
物など
☆ビタミンB1を多く含む食物・・・豚肉、うなぎなど

かぼちゃのレモン煮

 

今月の食材

かぼちゃ

こ
の
夏
に
水
中
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

夏
場
の
運
動
は
、
熱
中
症
の
心
配
が
あ
っ
て
、
場
所
や
時
間
帯
を
選
ば
な
い
と
い
け
な
い
、
暑

さ
で
動
く
気
に
な
れ
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
な
か
な
か
継
続
で
き
な
い
…
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

そ
こ
で
お
す
す
め
し
た
い
の
が
水
中
運
動
で
す
。
水
中
で
あ
れ
ば
暑
さ
も
凌
げ
ま
す
。
ま
ず
は

プ
ー
ル
へ
行
く
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
面
倒
…
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
た
く
さ
ん
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
…
水
の
中
で
は
浮
力
が
働
く
の
で
、
陸
上
に
い
る
と
き
よ
り
も
身
体

へ
の
負
担
が
軽
く
な
り
、
ひ
ざ
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な
く
運
動
が
で
き
ま
す
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
…
水
中
で
は
水
圧
や
水
の
抵
抗
で
歩
く
だ
け
で
も
十
分
な
運
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
歩
く
速
度
を
か
え
た
り
、
他
に
動
き
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
で
自
分
に
あ
っ

た
運
動
強
度
で
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
心
肺
機
能
が
強
化
で
き
る
…
水
中
で
は
体
温
を
一
定
に
維
持
す
る
た
め
代
謝
が
活
発
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
水
圧
が
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
呼
吸
の
動
作
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

・
優
れ
た
有
酸
素
運
動
が
で
き
る
…
水
中
を
歩
く
だ
け
で
も
全
身
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
運
動
強

度
が
高
く
な
い
分
、
長
時
間
連
続
し
て
で
き
ま
す
。

・
全
身
運
動
が
で
き
る
…
体
の
水
に
つ
か
っ
て
い
る
部
分
は
水
圧
や
水
の
抵
抗
を
絶
え
ず
受
け
て

い
る
こ
と
に
な
り
全
身
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
陸
上
で
加
わ
る
筋
肉
の
緊
張
が

と
れ
、
と
く
に
下
肢
の
血
液
循
環
が
よ
く
な
り
、
腰
痛
、
足
の
疲
れ
、
だ
る
さ
な
ど
の
改
善
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 27,205 27,291 13

退職本人 30,187 29,448 10

退職扶養 13,109 24,702 20

全被保険者 27,239 27,344 13

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成27年3月診療分
１人当り医療費（単位：円）

70歳未満の人 70歳以上の人

こ
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

安
芸
高
田
市

か
ら
転
出
す

る
と
き

・
国
保
の
保

険
証

・
印
鑑

社
会
保
険
等

に
加
入
し
た

と
き

・
国
保
の
保

険
証

・
社
会
保
険
等

の
保
険
証

（
コ
ピ
ー
で

も
可
）

・
印
鑑

社
会
保
険
等

の
扶
養
に

な
っ
た
と
き

た
か
み
や
湯
の
森
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
健
康
教
室

第
3
期
教
室
（
7
月
23
日
～
9
月
11
日
）
参
加
者
募
集
中

お
問
い
合
わ
せ
：
た
か
み
や
湯
の
森　

☎
59－

０
０
５
９

吉
田
温
水
プ
ー
ル
健
康
教
室

第
2
期
教
室
（
７
月
～
９
月
）・
第
3
期
教
室
（
10
月
～
12
月
）

お
問
い
合
わ
せ
：
吉
田
温
水
プ
ー
ル　

☎
47－

１
２
１
０

市内13小学校の4年生を対象に昨年度から 
「若年性生活習慣病予防事業」が始まりました

 保健医療課 42－5633

　自分の生活習慣と身体について関心を高め、「生活習慣病」を予防し、「生活習慣を整えること」や
「健診の大切さ」を理解するために行う事業です。

対　象　安芸高田市立各小学校４年生

内　容　6月　健康についての学習（４年生全員）　　　

　　　　9月　血液検査（希望者）無料
　　　　　　　（ぜひこの機会に血液検査を受けて、お子様の身体について確認しましょう。）

　　　　11月　保健指導（保護者同伴）

【インフォメーション】

健康あれこれ

この夏は、
健康づくりの
ために、プー
ルへ行こう!
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交通ルールを守り、事故を防ぐ
安全パレード出発式

　5月11日から5月20日の間、春の全国交通安全
運動が実施されるにあたって、5月8日（金）に交通
安全パレード出発式が市役所前駐車場で行われまし
た。出発式では、吉田小学校２年生の児童に元気よ
く交通安全宣言を実施していただき、警察車両13
台、青色パトロールカー6台が出発しました。
　今年の交通安全年間スローガンは「思いやり　ゆ
とりは無事故へ　つづく道」です。大切な命を守る
ため、交通ルールを守り、心に余裕を持った運転を
心掛けましょう。

合言葉は「予防」「早期発見」「重症化予防」
健康フェスタ2015
　6月7日（日）、健康フェスタ2015がクリスタルアージョで開
催されました。会場では、姿勢バランスチェック、骨密度測定、
こころの健康チェックなど健康に関するさまざまな相談・測定
ブースが設けられ、750名の方が来場。いい歯の表彰では、80
歳になっても自分の歯を20本保とうという取組を達成された方
を表彰する8020表彰、親子で口腔の状態が良い方を表彰する
はつらつ家族表彰が行われました。そのほか、子ども神楽（八千
代子ども神楽団）の上演や抽選会が行われるなどイベントも数多
く催され、楽しく自分の体の状態を知ることができました。

第23回広島県北部神楽競演大会
さつき選抜2015 in 神楽ドーム
　5月30日（日）午前11時に天神神楽団の「神迎え」の
儀式舞が執り行われ競演大会が始まりました。新舞の
部・旧舞の部、それぞれの部門で県北各地から5団体
が出場し、安芸高田市からは吉田神楽団、上河内神楽
団が新舞の部に出場し日頃の成果を競い合いました。
会場は、雨天にも関わらず1,200人が詰めかけ、お
気に入りの神楽団や舞手へ、熱い視線と声援を送って
いました。結果は、「紅葉狩」を舞った上河内神楽団が
新舞の部で準優勝を果たしました。

さつまいもを うえたよ！
小田東保育所　さつま芋植えつけ体験

　満
まん

田
だ

 明
あきら

さんは15年以上自分の畑を提供し、小田
東保育所の子どもたちにさつま芋の植え付け体験を
行っています。今年は6月9日（火）に38人の子ども
たちが参加して行われました。おぼつかない手つき
で植える子どもたちに優しく手ほどきをしながら、
植え終わったら、笑顔でピースサイン！秋の収穫に
向けて満田さんが畑の世話をされ、秋には子どもた
ちと一緒に芋掘りです。掘り出した芋は焼き芋など
で振舞われるとのこと。楽しみですね。

子どもたち自然の大切さを学ぶ
郷野小学校3,000匹の稚鮎放流

　５月11日（月）、郷野小学校付近の桂地区水
辺の楽校にて、可愛川漁協のみなさんと郷野小
学校の１年生から６年生まで57名が、可愛川

（江の川）に稚鮎3,000匹を放流しました。子
どもたちは稚鮎に「帰っておいで～！」別れの挨
拶をしながら放流していました。稚鮎はそれに
応えるように気持ち良さそうにスイスイ泳ぎ、
７月末に体長25㎝までに成長します。その頃
には、学校行事の「鮎のつかみ取り」で、さらに
子どもたちを楽しませてくれるそうです。

守ろう、 繋げよう、 地域の伝統文化
はやし田（花田植え）を市内各地で開催
　6月7日（日）、甲田町下小原多目的広場横の田んぼで、大土山田楽が開催されまし
た。代掻きの役目を終えた飾り牛が静かに見守る中、絣

かすり

もんぺ姿の可憐な早乙女、バ
イを手にした熟練の楽器奏者、えぶりを手にした地域の若衆たちが、長唄に合わせて、
賑
にぎ

々
にぎ

しく田楽を行いました。大土山田楽は大正時代に「団」として結成。戦争による中
断を経て、昭和62年に再結成。以来、地域の伝統行事として愛され続けています。
　また、5月31日（日）にも美土里町と高宮町ではやし田が行われ、原田はやし田では、
ふるさと応援の会主催のバスツアーに参加した71名の皆さんが鑑賞されるなど、多
くの観客を前に披露しました。

国連本部で平和への思いを音楽で発信
ヒロシマ平和記念コンサート
　４月30日、核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議が
開かれているニューヨーク国連本部で、安芸高田市在
住７名が参加した広島邦楽連盟による「未来につなぐ
　ヒロシマ平和記念コンサート」が開かれ、会議参加
者や国連職員などの140名を前に琴や尺八、日本舞
踊を披露されました。
　当日は、日本の伝統文化である邦楽を、平和への祈
りを込めて披露。立ち見が出るほどの盛況で、涙を流
して聞いている方もいたそうです。ヒロシマから平和
のメッセージを、音楽を通じて世界に発信されました。
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

運
行
し
ま
す
。
会
場
周
辺
は
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
5
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子

園
　
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田

商
工
観
光
課
☎
47
‐
４
０
２
４

　

今
年
も
、
神
楽
門
前
湯
治
村　

神
楽
ド
ー
ム
に
、
全
国
15
校
か
ら

神
楽
を
愛
す
る
高
校
生
が
集
ま

り
、
地
域
に
伝
わ
り
、
先
人
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
神
楽
を
披
露

し
ま
す
。

日
時　

7
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

9
：
00
開
門　

10
：
00
開
演

場
所　

神
楽
門
前
湯
治
村　

神
楽

ド
ー
ム

運
営
協
力
金　

大
人
1
，
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料　
（
当
日
券
の
み
・
全
席

自
由
）

Potluck

（
ポ
ト
ラ
ッ
ク
） 
国

際
交
流
会 Party

（
パ
ー
テ
ィ
）

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課

☎
42
‐
５
６
３
０

　

そ
れ
ぞ
れ
料
理
を
持
ち
寄
り
、

一
心
祭
り
実
行
委
員
会
（
事
務
局

政
策
企
画
課
）
☎
42
‐
５
６
１
２

日
時　

７
月
18
日
（
土
）
17
：
00

開
会
（
雨
天
の
場
合
は
、
19
日
に

順
延
）

場
所　

吉
田
運
動
公
園
（
吉
田
町

相
合
）

内
容

•	

各
種
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
園
児
、

児
童
、
民
踊
団
体
、
各
種
教

室
他
）

•	

盆
踊
り
（
一
丁
目
・
五
丁
目

高
樋
百
万
一
心
盆
踊
り
保
存

会
）

•	

武
者
絵
巻
（
吉
田
・
丹
比
・

可
愛
・
郷
野
地
区
振
興
会
他
）

•	

一
心
節
踊
り
（
各
地
区
振
興

会
、
民
踊
団
体
、
事
業
所
他
）

•	

花
火
打
ち
上
げ
（
約
２
，

３
０
０
発
）　

◎
各
種
バ
ザ
ー
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

　

16
：
30
分
頃
よ
り
、
臨
時
駐
車

場
（
安
芸
高
田
市
役
所
駐
車
場
）

か
ら
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
し
な
が
ら
国
際

交
流
す
る
催
し
で
す
。

日
時　

7
月
26
日
（
日
）

　
　
　

11
：
00
～
15
：
00

場
所　

安
芸
高
田
市
少
年
自
然
の

家
「
輝き

ら
里り

」

持
参
物　

家
庭
料
理
10
人
分
、
飲

み
物
、
皿
、
コ
ッ
プ
、
は
し

参
加
費　

1
人
１
０
０
円
（
※
16

歳
以
上
の
み
）

※
領
収
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
現

地
受
付
で
お
支
払
い
た
だ
き
ま

す
。

毛
利
元
就
墓
前
祭毛

利
奉
賛
会
会
長

☎
０
９
０
‐
８
９
９
３
‐
３
３
０
４

　

7
月
16
日
は
、
毛
利
元
就
が
没

し
た
日
で
す
。
毛
利
奉
賛
会
で
は

毎
年
こ
の
日
に
、
墓
前
祭
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
毛
利
元
敦	

毛
利

報
公
会
会
長
、
池
田	

毛
利
事
務

所
所
長
、
安
芸
ひ
ろ
し
ま
武
将
隊

な
ど
多
数
参
列
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
様
も
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

７
月
16
日
（
木
）

８
：
30
～
毛
利
弘
元
墓
所

　
　
（
猿
掛
城
跡
下
弘
元
墓
所
前
）

10
：
00
～
毛
利
元
就
墓
所

　
　
　
（
郡
山
元
就
墓
所
前
）

７
月
人
権
啓
発
強
調
月
間
事
業
講

演
会　

聞
き
た
い
知
り
た
い
認
知

症
講
演
会

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
と

効
果
的
な
予
防

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　

65
歳
以
上
の
15
パ
ー
セ
ン
ト
の

方
が
認
知
症
と
い
わ
れ
て
い
る
の

が
高
齢
化
社
会
の
現
実
で
す
。
住

み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
続
け
た

い
、
で
き
れ
ば
認
知
症
に
な
り
た

く
な
い
と
思
っ
て
る
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。　
　
　

　

私
た
ち
自
身
で
出
来
る
認
知
症

予
防
の
最
新
知
識
を
学
び
、
認
知

症
の
人
、
本
人
や
家
族
の
立
場
に

催
　
し

立
っ
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

７
月
26
日
（
日
）

　
　
　

13
：
30
～
15
：
00

場
所　

甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ

講
師　

鳥
取
大
学
医
学
部
教
授　

浦う
ら

上か
み	

克か
つ

哉や	

先
生

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

原
爆
写
真
展

た
か
み
や
人
権
会
館
☎
57
‐
１
３
３
０

　

被
爆
70
年
の
節
目
に
、核
廃
絶
、

平
和
を
考
え
て
い
く
原
爆
写
真
展

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
期　

７
月
25
日
（
土
）
～
８
月

６
日
（
木
）

場
所　

高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

男
女
共
同
参
画
と

ま
ち
お
こ
し
講
座

た
か
み
や
人
権
会
館
☎
57
‐
１
３
３
０

　

詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ

ん
に「『
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
雲
』と『
キ

ノ
コ
雲
』
の
ハ
ザ
マ
」
と
題
し
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。児
童
・

生
徒
か

ら
大
人

ま
で
、

皆
様
、

ぜ
ひ
お

越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

７
月
26
日
（
日
）

　
　
　

10
：
30
～
12
：
00

場
所　

た
か
み
や
人
権
会
館

第
７
回

あ
き
た
か
た
市
民
合
唱
祭

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　

市
内
の
合
唱
（
コ
ー
ラ
ス
）
グ

ル
ー
プ
8
団
体
が
、
会
場
い
っ
ぱ

い
に
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か

せ
ま
す
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
来
場
者
・

出
演
者
の
全
員
で
「
線
路
は
続
く

よ
ど
こ
ま
で
も
」「
手
の
ひ
ら
を

太
陽
に
」
の
2
曲
を
大
合
唱
し
ま

す
！

　

夏
の
大
合
唱
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
13
：
00

開
場　

13
：
30
開
演

場
所　

高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

入
場
料　

無
料

出
演
団
体
（
出
演
順
）

・
船
木
ゆ
め
コ
ー
ラ
ス

・
吉
田
総
合
病
院
そ
よ
か
ぜ
コ
ー

　

ラ
ス

・
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
銀
河

・
正
念
寺
み
の
り
コ
ー
ラ
ス

・
法
円
寺
コ
ス
モ
ス
合
唱
団

・
三
矢
大
学
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ

・
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
み
ど
り

・
メ
イ
プ
ル
甲
田

平
成
27
年
度

県
立
広
島
大
学
公
開
講
座

県
立
広
島
大
学
総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
１
０
０
０　

日
時　

7
月
21
日
（
火
）

　
　
　

13
：
00
～
16
：
10

場
所　

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ

ン
パ
ス　

３
２
０
１
教
室

定
員　

80
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

内
容　

•	

「
成
分
分
析
を
依
頼
す
る
前

に
！
成
分
分
析
の
基
本
事
項

（
90
分
）」
生
命
環
境
学
部	

西

村	

和
之	

教
授

•	

「
成
分
分
析
の
そ
の
後　

商

品
化
・
宣
伝
利
用
の
実
例
か

ら
（
90
分
）」
生
命
環
境
学
部　

吉
野	

智
之	

教
授

申
込
先

〒
７
２
７
‐
０
０
２
３　

庄
原
市

七
塚
５
６
２　

県
立
広
島
大
学
庄

原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

Ｆ
０
８
２
４
‐
74
‐
１
７
０
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gakujutu@
pu-hiroshim

a.ac.jp

申
込
方
法　

郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
て
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
連
絡
先
を

記
入
し
、
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

締
切　

7
月
15
日
（
水
）
必
着

中
山
間
地
域
元
気
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
養
成
研
修

受
講
生
の
募
集

広
島
県
中
山
間
地
域
振
興
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
６
３
４

　

広
島
県
は
、
中
山
間
地
域
の
未

来
を
リ
ー
ド
し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
２
つ
の
コ
ー
ス
の
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

・
は
じ
め
の
一
歩
コ
ー
ス

・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス

　

7
月
17
日
（
金
）
ま
で
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.pref.

hiroshim
a.lg.jp/soshiki/35/

chusankan-supporters.htm
l

第
19
回
広
島
県
要
約
筆
記

研
究
大
会
　
参
加
者
募
集

実
行
委
員
会
☎
45
‐
２
３
２
０

　

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
要
約
筆
記
に

つ
い
て
、
研
究
と
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
研
究
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
聴
覚
障
害
者
、
特
に
難
聴

者
・
中
途
失
聴
者
が
抱
え
る
問
題

を
共
に
学
び
、
理
解
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
時　

７
月
12
日
（
日
）　

10
：
30
～
16
：
00
（
受
付
9
：
30
～
）

会
場　

向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

み
ら
い

内
容

・
講
演
１
「
災
害
と
聴
覚
障
害
」

～
広
島
市
の
土
砂
災
害
か
ら
の
教

訓
～　

広
島
市
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
お

り
づ
る
」
会
長	

小
西	

博
之
さ
ん

・
講
演
２
「
吉
備
国
際
大
学
に
お

け
る
情
報
保
障
の
取
り
組
み
」　

講
師	

吉
備
国
際
大
学	

佐
藤　

匡

教
授

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

神
楽
（
要

約
筆
記
付
）
吉
田
高
校
神
楽
部

参
加
費　

無
料
（
お
弁
当
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

募
　
集

アーサー・ビナードさん

21 20



八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

自
衛
官
募
集

～
平
和
を
仕
事
に
す
る
～

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
応

募
資
格
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
）。

試
験	

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お

り
ま
す
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
）。

【
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）】

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
応

募
資
格
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
）。

試
験　

9
月
25
日
～
9
月
29
日
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

受
付　

8
月
1
日
～
9
月
8
日

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
応

募
資
格
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
）。

試
験　

一
次
試
験
：
9
月
18
日
・

19
日
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

二
次
試
験
日
：
合
格
者
に
通
知

受
付　

8
月
1
日
～
9
月
8
日

【
航
空
学
生
】

資
格	

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

試
験　

一
次
試
験
：
9
月
23
日　

二
次
、
三
次
試
験
日
は
各
合
格
者

に
通
知

受
付　

8
月
1
日
～
9
月
8
日

※
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内
や

要
項
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

hiroshim
a/

携
帯
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

hiroshim
a/keitai.htm

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
５
１
４
１

Ｆ
０
８
２
４
‐
６
２
‐
０
９
５
４

　

看
護
教
育
の
内
容
や
学
生
生
活

の
様
子
な
ど
を
住
民
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
４
日
（
火
）

13
：
00
～
15
：
30
（
受
付
12
：
30
～
）　

場
所　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門

学
校
（
三
次
市
東
酒
屋
町
字
敦
盛

５
１
８
‐
１
）

内
容　

概
要
説
明
、
校
内
見
学
、

講
義
受
講
体
験
、個
別
進
路
相
談
、

白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影
、
看
護

実
技
体
験
（
身
体
観
察
用
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
観
察
体
験
、

人
形
を
使
っ
た
救
急
蘇
生
法
、
血

圧
測
定
な
ど
）

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
、学
生
生
活
，

本
校
入
学
試
験
問
題
、テ
キ
ス
ト
、

学
生
の
作
成
し
た
子
ど
も
の
お
も

ち
ゃ
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

申
込　

不
要

地
域
で
若
者
の
出
会
い
と
結
婚
を

応
援
す
る

「
ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
」
登
録
者
募
集

ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
・
Ｆ
０
８
２
‐
５
１
１
‐
1
２
１
６

　

広
島
県
で
は
、
地
域
に
お
い
て

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
若
者
の

た
め
に
結
婚
支
援
活
動
を
行
う
団

体
を
「
ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
」
と
任
命
し
、
そ
の
活
動

を
ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
と
と
も
に
、
立
ち
上
げ
や
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

の
活
動

•	

地
域
に
お
い
て
、
婚
活
イ
ベン
ト
な

ど
の
若
者
の
出
会
い
の
場
の
創
設

•	

地
域
の
結
婚
の
世
話
役
と
し
て
、

独
身
の
若
者
か
ら
の
出
会
い
に
関

す
る
相
談
を
受
け
る

•	

結
婚
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

人
へ
の
声
掛
け
な
ど
フ
ォロ
ー
を
行

う

•	

行
政
主
催
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
お

せっ
か
い
役
と
し
て
参
加
す
る

http://w
w
w
.ikuchan.or.jp/

hirosapo/

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
既
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ

か
ら
始
め
る
団
体

応
募
資
格

	①
地
域
に
お
い
て
若
者
の
出
会

い
の
場
を
つ
く
る

	②
個
人
で
な
く
団
体
で
あ
る

	③
営
利
を
目
的
と
し
な
い

	④
県
が
実
施
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
研
修
「
結
婚
支
援
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
」を
受
講
す
る（
７
・

9
・
11
・
2
月
開
催
予
定　

受
講
必
須
は
1
回
）

活
動
支
援

	①
ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
、
地
域
の
お
せ
っ
か
い

役
と
し
て
広
く
紹
介
し
ま
す
。

	②
団
体
の
立
上
げ
経
費
や
活
動

経
費
に
つ
い
て
、
別
途
基
準

に
よ
り
審
査
の
う
え
１
団
体

に
つ
き
10
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

★
第
1
回
ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
研
修
会

「
結
婚
支
援
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

7
月
6
日
（
月
）　

13
：
30
～
16
：
30
（
開
場
13
：
00
～
）

［
第
2
回
三
次
市
9
月
9
日（
水
）・

第
3
回
福
山
市
11
月
18
日
（
水
）	

開
催
予
定
］

場
所　

広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民

交
流
プ
ラ
ザ

対
象
者　

地
域
で
の
結
婚
支
援
活

動
に
興
味
の
あ
る
方　

※
婚
活
を
し
て
い
る
独
身
の
方
の

参
加
は
受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

定
員　

１
０
０
名

参
加
費　

無
料

安
芸
高
田
市
重
度
障
害
者

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
）

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　

対
象
と
な
る
障
害
の
あ
る
方
に

対
し
て
、
安
芸
高
田
市
内
の
指
定

業
者
で
利
用
で
き
る
1
枚
５
０
０

円
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
お
太

助
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
）
を
最
大

年
間
96
枚
（
12
か
月
×
8
枚
）
交

付
し
ま
す
。

※
自
動
車
税
減
免
・
軽
自
動
車
税

減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
交
付
枚

数
が
半
分
に
な
り
ま
す
。

※
居
住
地
特
例
で
施
設
入
所
な
ど

を
さ
れ
、
他
市
町
の
支
援
を
受
け

て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

対
象
者

	①
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
・
移
動

機
能
障
害
で
3
級
以
上
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方

	②
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
を
お

持
ち
の
方

	③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
お
持
ち
の
方

使
用
期
限

　

今
年
度
、
交
付
し
て
い
る
お
太

助
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
期

限
は
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
で

す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

助
成
制
度

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
１
９

制
度
の
内
容
（
受
給
者
の
資
格
要

件
及
び
一
部
負
担
金
等
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
（
18
歳

到
達
年
度
末
ま
で
の
子
ど
も
の
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
が
対

象
）
が
受
け
た
医
療
費
の
自
己
負

担
分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
但

し
、
生
計
同
一
者
全
員
が
所
得
税

非
課
税
者
で
あ
る
こ
と
や
、
事
実

婚
で
は
な
い
等
の
受
給
条
件
が
あ

り
ま
す
）。

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
一
部

負
担
金
に
つ
い
て
は
、

通
院
５
０
０
円
／
日
（
医
療
機
関

ご
と
に
月
4
日
ま
で
）	

入
院	

５
０
０
円
／
日
（
医
療
機

関
ご
と
に
月
14
日
ま
で
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
更
新
申
請

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
１
９

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
資
格
認

定
に
つ
い
て
、
受
給
者
証
の
有
効

期
限
が
毎
年
７
月
31
日
で
あ
り
、

８
月
以
降
の
資
格
認
定
に
つ
い
て

は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
市
役
所
（
保
健
医
療
課
又

は
各
支
所
窓
口
係
）
へ
届
出
に
必

要
な
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
申

請
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
一
部
の

方
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
６
月

中
旬
に
申
請
手
続
き
の
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

•	

健
康
保
険
証
（
本
人
な
ら
び

に
子
ど
も
の
名
前
が
入
っ
た

も
の
）

•	

認
め
の
印
鑑

•	

児
童
扶
養
手
当
の
証
書
ま
た

は
遺
族
年
金
証
書
（
い
ず
れ

も
受
給
し
て
い
る
方
の
み
）

※
平
成
27
年
１
月
１
日
に
安
芸
高

田
市
以
外
に
住
民
票
が
あ
っ
た
方

は
、
住
民
票
が
あ
っ
た
市
区
町
村

役
場
で
平
成
27
年
度
課
税
台
帳
記

載
事
項
証
明
書
（
控
除
額
の
省
略

が
な
い
も
の
）
の
交
付
を
受
け
た

後
、
届
出
時
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
３
０
６
０

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
１
９

⑴
平
成
27
年
度
の
所
得
割
率
と

　
均
等
割
額

・
所
得
割
率
…
８
．
４
３
％

・
均
等
割
額
…
４
４
，
０
３
２
円

保
険
料
の
決
め
方

年
間
保
険
料
額
（
※
１
）（
※
３
）

＝
均
等
割
額
（
４
４
，
０
３
２

円
）
＋
所
得
割
額
（
総
所
得
金
額

等
（
※
２
）

－

基
礎
控
除
（
33
万

円
））
×
８
．
４
３
％

※
１　

保
険
料
は
、
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
を
１
年
と
し
て
年
間

保
険
料
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
２　

総
所
得
金
額
等
と
は
、「
年

金
収
入

－

公
的
年
金
控
除
」、「
事

業
収
入

－

必
要
経
費
」
等
で
、
社

会
保
険
料
等
の
各
種
所
得
控
除
前

の
金
額
で
す
。
ま
た
、
退
職
所
得

以
外
の
分
離
課
税
の
所
得
金
額

（
土
地
・
建
物
や
株
式
等
の
譲
渡

所
得
な
ど
で
特
別
控
除
後
の
額
）

も
総
所
得
金
額
等
に
含
ま
れ
ま

す
。

※
３　

年
間
保
険
料
の
限
度
額

は
、
57
万
円
で
す
。

⑵
所
得
の
低
い
世
帯
の
被
保
険
者

　
に
対
す
る
保
険
料
軽
減

①
均
等
割
額
の
軽
減

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯
主
の

所
得
の
合
計
額
に
応
じ
て
2
割
～

9
割
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

②
所
得
割
額
の
軽
減

所
得
割
額
の
計
算
の
際
に
、（
総

所
得
金
額
等

－

基
礎
控
除
（
33
万

円
））
が
58
万
円
以
下
の
方
は
所

得
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
健
保
組
合
等
の
被
扶
養
者
で　

　

あ
っ
た
被
保
険
者

均
等
割
額
が
9
割
軽
減
に
な
り
、

所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

⑶
保
険
料
に
関
す
る
通
知
書

◎
平
成
26
年
所
得
を
も
と
に
計
算

し
た
保
険
料
決
定
通
知
書
は
７
月

中
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。
保
険
料

に
関
す
る
通
知
書
が
届
い
た
場
合

に
は
、
計
算
・
支
払
い
方
法
等
の

ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
１
９

制
度
の
内
容
（
受
給
者
の
資
格
要

件
及
び
一
部
負
担
金
等
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3
級
の

方
・
療
育
手
帳
Ⓐ	

・
Ａ
・
Ⓑ
の
方

が
受
け
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
但
し
、

本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
一
部
負

担
金
に
つ
い
て
は
、

通
院
２
０
０
円
／
日
（
医
療
機
関

ご
と
に
月
4
日
ま
で
）	

入
院
２
０
０
円
／
日
（
医
療
機
関

ご
と
に
月
14
日
ま
で
）

※
現
在
重
度
心
身
障
害
者
医
療
資

格
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
の

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31

日
で
す
。
８
月
以
降
の
資
格
認
定

は
自
動
更
新
と
な
っ
て
お
り
、
該

当
の
方
へ
は
7
月
中
旬
に
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

募
　
集

福
　
祉

2223
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※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
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美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

財
産
管
理
課
☎
42
‐
５
６
１
３

　

市
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提

供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
市
が
所
有

す
る
公
用
車
を
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.akitakata.jp/

）

及
び
ヤ
フ
ー･

オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://au

ction
s.yah

oo.

co.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
７
月
16
日
よ
り
掲
載
）

【
出
品
物
】
公
用
車　

３
台

（
車
名
、
年
式
、
走
行
距
離
）

①
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
（
５
人
乗

り
）、
平
成
12
年
式
、
約
１
９
３
，

６
０
０
キ
ロ

②
ダ
イ
ハ
ツ
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
（
４
人

乗
り
）、
平
成
10
年
式
、
約
５
２
，

６
０
０
キ
ロ

③
日
野
デ
ュ
ト

ロ（
３
人
乗
り
）

平
成
13
年
式
、

約
６
，
５
０
０

キ
ロ

※
出
品
物
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
官
公
庁

ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
期
間　

７
月
16
日
～
８

月
４
日

入
札
期
間　

８
月
18
日
～
25
日

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

（
公
財
）
広
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
８
２
‐
２
２
３
‐
６
５
４
５

今
年
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
史
上
最
高
額
の
1
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
7
億
円
！

1
等
5
億
円　

前
後
賞
各
1
億
円

発
売
期
間　

7
月
8
日
（
水
）
か

ら
31
日
（
金
）
ま
で

発
売
金
額　

1
枚
３
０
０
円

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

断
酒
会広

島
断
酒
ふ
た
ば
会 

中
田
克
宣　

☎
０
９
０
‐
４
８
０
２
‐
１
８
６
５

　

自
分
や
家
族
の
お
酒
の
問
題
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
日
時　

7
月
3
日
（
金
）　

　
　
　

			

18
：
30
～
20
：
30

　

場
所　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
向
原

・
日
時　

7
月
10
日
（
金
）・	

27

　

日
（
金
）　

19
：
00
～
21
：
00

　

場
所　

吉
田
人
権
会
館

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
の

手
続
は
お
早
め
に三

次
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
１
０
７

⑴
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　
と
は

（
ア
）
保
険
料
免
除
制
度
と
は

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
額
が
基
準
以
下
の
場

合
、
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
免
除
申

請
を
し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
免
除

さ
れ
る
額
は
、
全
額
、
4
分
の

3
、
半
額
、
4
分
の
1
の
四
種
類

が
あ
り
ま
す
。

（
1
月
か
ら
6
月
の
期
間
に
申
請

さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
で
判

定
し
ま
す
）

（
イ
）
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
と
は

　

20
歳
か
ら
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
額

が
基
準
以
下
の
場
合
に
は
、
猶
予

申
請
を
し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
い
い

ま
す
。

（
1
月
か
ら
6
月
の
期
間
に
申
請

さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
で
判

定
し
ま
す
）

⑵
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の

　
所
得
の
基
準

１
．
全
額
免
除

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×

35
万
円
＋
22
万
円	

２
．
４
分
の
3
免
除

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

78
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋

社
会
保
険
料
控
除
額
等	

３
．
半
額
免
除

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等	

４
．
4
分
の
1
免
除

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

１
５
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等	

５
．
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
1
）
×

35
万
円
＋
22
万
円	

⑶
失
業
等
に
よ
る
保
険
料
免
除
・

　
納
付
猶
予
の
申
請

　

失
業
し
た
場
合
に
申
請
す
る

と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
、
も

し
く
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
書
を
提
出
さ
れ
る
際
は
、

次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

1
．
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
っ
た
方

〇
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写

し
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
等
の
写
し

2
．
事
業
の
廃
止
（
廃
業
）
ま
た

は
休
止
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
方

（
※
②
か
ら
⑤
ま
で
に
つ
い
て
は
、

併
せ
て
失
業
の
状
態
に
あ
る
こ
と

の
申
し
立
て
が
必
要
と
な
り
ま

す
）

	①
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
総

合
支
援
資
金
貸
付
の
貸
付
決

定
通
知
書
の
写
し
及
び
そ
の

申
請
時
の
添
付
書
類
の
写
し

	②
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
ま
た

は
閉
鎖
事
項
全
部
証
明
書

	③
税
務
署
等
へ
の
異
動
届
出
書
、

個
人
事
業
の
開
廃
業
等
届
出

書
ま
た
は
事
業
廃
止
届
出
書

の
写
し
（
税
務
署
等
の
受
付

印
の
あ
る
も
の
に
限
る
）

お
知
ら
せ

農作業、野外活動をされる皆さんへ　～マダニの感染症にご用心！～
保健医療課  ☎４２－５６３３　広島県西部保健所広島支所  ☎０８２－２２８－２１１１

　毎年、春から秋にかけて、マダニが原因の感染症が多く発生しています。この感染症の一つである、「重症熱性血小

板減少症候群（ＳＦＴＳ）」は、広島県においては平成 25年１月以降、11件（うち２件で死亡）が確認されています。

マダニによる感染症を防ぐには ？　マダニに咬まれないようにすることが重要です！農作業やレジャーなど野外で活動

する際には、次の点に注意してください。

□			長袖、長ズボンなどを着用する（皮膚の露出を避ける・ズボンやシャツの裾を入れ込む）	

□　屋外活動後、マダニに刺されていないか確認する

□　帰宅後、すぐに入浴して身体をよく洗い、付着したマダニを落とす

吸血中のマダニを見つけた場合は？

　できるだけ医療機関（皮膚科）を受診し、処

置をしてもらいましょう。

おかしいなと思ったら？

　屋外作業後２週間以内に、発熱、消化器症

状などがあった場合には、医療機関を受診す

るか、最寄りの保健所に相談してください。

疾病名 潜伏期間 主な症状
初期症状

ＳＦＴＳ 6 日～ 2 週間
発熱

倦怠感

寒気など

発熱、倦怠感、食欲低下、消
化器症状、頭痛、筋肉痛など

日本紅斑熱 2 ～ 8 日 発熱、発しん、刺し口、倦怠
感など

つつが虫病 5 ～ 14 日 発熱、発しん、刺し口、倦怠
感など

マダニなどのダニが媒介する感染症

そ
う

年
　
金

写真提供：広島県立総合技術研究
所保健環境センター

野 口 瑠
る

里
り

竹 内 陸
りく

人
と

武 永 瑠
る

望
のん

森 政 陽
ひゆう

向
が

鉄 本 苗
え

茉
ま

坪 井 　 智
横 山 　 昇
茶之原 ツキヨ
春日 フヂヱ
朝 胡 市 子
武 田 隆 三
佐 伯 義 夫
村 中 富 子
清水 トミヱ
隅 原 香 苗
下 花 忠 史
松 村 澄 子
田 淵 昭 惠

川 口 君 子
加勢熊 アキミ
石 井 清 人
加 藤 喜 義
中本 ヤスコ
籠 田 啓 子
藤 本 福 男

伏 川 輔 一
藤川 美智夫

髙 橋 昭 文

芦田 ミスヱ
中野 コウラ
上 森 太 助
山 縣 雅 樹
平 本 光 子
板 ヨシエ
川 㟢 倍 幸
兒玉 ヨシミ
花 㟢　 薫
德 物　 清

沖 田 孝 子
寺 本 秀 男

重 信 利 則
竹本 アキミ

石見 ハツヱ
小 野 正 弘
政 岡 明 信
児 玉 基 弘
内 藤 紀 子
槇 原 雪 美

分 田 　 羚
れい

石 神 奏
そう

和
わ

佐 々 木 　 葵
あおい

有 松 楓
ふう

夏
か

佐 藤 千
ち

紗
さ

土 橋 大
や ま と

和

井 野 陽
はる

斗
と

岸 本 凰
おう

希
き

渡 邉 碧
あ お い

海

三 井 結
ゆい

心
と

上 本 爽
そう

太
た

市 川 　 空
そら

吉 田 町

（女）

（男）

（女）

（男）

（女）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

八千代町

美土里町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町

（下入江）

（下入江）

（下入江）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 常 友 ）

（ 常 友 ）

（常楽寺）

（ 相 合 ）

（多治比）

（ 竹 原 ）

（ 山 手 ）

（ 相 合 ）

八千代町

（佐々井）

（佐々井）

（佐々井）

（ 上 根 ）

（ 上 根 ）

（ 勝 田 ）

（ 下 根 ）

美土里町

（ 横 田 ）

（ 横 田 ）

高 宮 町

（ 原 田 ）

（ 原 田 ）

（ 原 田 ）

（ 船 木 ）

（ 船 木 ）

（羽佐竹）

（羽佐竹）

（来女木）

（来女木）

（佐々部）

（ 川 根 ）

甲 田 町

（下小原）

（下甲立）

（上小原）

（上甲立）

向 原 町

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 保 垣 ）

55

94

91

95

81

82

81

89

77

87

59

91

73

87

91

82

66

87

74

93

84

82

87

86

98

88

60

101

87

79

98

59

85

78

92

73

84

82

77

88

83

73

96

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

人　口
総人口…30,376 人
　　　  （30,746 人）
男………14,581 人
　　　  （14,769 人）
女………15,795 人
　　　  （15,977 人）
世帯……13,574 戸
　　　  （13,544 戸）
■平成 27 年 6 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　） の 数 字 は 前 年 同
月数値

７月の納税
固定資産税 2 期

国民健康保険税第 2 期
納期限：7 月 31 日

夜間納付窓口
開設日
7 月 23 日

（17：15 ～ 19：00）
開設場所　税務課

（本庁第１庁舎１階）

７月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［ＪＡ吉田総合病院］（吉田町）
平日　17：00 ～翌朝８：30
日・祝日　８：30 ～翌朝８：30
　　　【内科・外科】☎ 42-0636
■のりかわ眼科クリニック（吉田町）
７月 12 日（日）【眼科】☎ 42-1001

※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約 予約及び

問い合わせ先

一日総合相談室 行政機関や司法書士などのさま

ざまな分野の専門家が一つの会

場で相談に応じます

（相談時間は 1 件 30 分程度とさ

せていただきます）

7 月 29 日（水） 10：00

  ～ 15：00

クリスタルアージョ

4 階小ホール

予約不要 総務課 

☎４２－５６１１　

年金・労働無料

相談会

年金・労働のお悩みに社会保険

労務士がお答えします

7 月 15 日（水） 15：30

  ～ 18：30

クリスタルアージョ

 ３０１

予約不要 広島県社会保険労務士

会 三次支部道沖祐子社

労士事務所

☎５２－３５５５

行政相談 高宮会場 国の機関へ苦情や意見などお受

けします

7 月 18 日（土） 10：00

  ～ 15：00

たかみや人権会館 予約不要 総務課

☎４２－５６１１

行政相談吉田会場 兼

くらしの総合相談

国の機関へ苦情や意見・暮らし

の心配事の相談などお受けしま

す

7 月 2 日（木）

7 月 16 日（木）

10：00

  ～ 15：00

吉田人権会館 予約不要 吉田人権会館

☎４２－２８２６

総合相談 高宮会場 さまざまな暮らしの心配事相談

をお受けします

7 月 14 日（火）　

7 月 28 日（火）

18：00

  ～ 20：00

たかみや人権会館 予 約 は 相 談

日 の 5 日 前

まで

たかみや人権会館　

☎５７－１３３０

生活困窮者相談 生活保護など生活困窮に対する

相談をお受けします

平日 8：30

  ～ 17：15

電話・窓口相談 予約不要 社会福祉課

☎４２－５６１５

障害者相談 障害者やその家族の方などのお

悩みをお受けします

平日 8：30

  ～ 17：15

電話・窓口相談 予約不要 安芸高田市障害者

基幹相談支援センター

☎ ４７－１０８０ 

平日 8：30

  ～ 17：15

電話・窓口相談 予約不要 清風会つぼみ

☎４７－２０９２

平日 8：30

  ～ 17：15

電話・窓口相談 予約不要 相談支援事業所もやい

☎４５－２３２０

高齢者相談 高齢者に関するご相談をお受け

します

平日 8：30

  ～ 17：15

電話・窓口相談 予約不要 高齢者福祉課

☎４７－１２８１

子育て・ひとり親家庭

相談

子育てに関する相談・ひとり親

家庭のお悩み・子どもへの虐待・

家庭内暴力の相談をお受けしま

す

平日 8：30      

  ～ 17：15

電話・窓口相談 予約不要 子育て支援課

☎４７－１２８３

健康相談 健康に関する相談をお受けしま

す

平日 8：30

  ～ 17：15

電話・窓口相談 予約不要 保健医療課

☎４２－５６３３

消費生活相談 悪質な商取引に関する消費者相

談をお受けします

水・金曜日 9：30

 ～ 12：00

 13：00

 ～ 16：30

電話・窓口相談 消費生活相談室☎４２－１１４３

広島県小児救急医療

電話相談

子どもの急な病気について休日

や夜間にアドバイスが受けられ

ます

毎日 19：00

～翌 8：00

電話相談 ☎局番なしの＃８０００

（携帯電話からも利用可）

７ 月 の 相 談　                                    

コース
肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース

（10：00 ～ 11：00）
体脂肪燃焼コース

（19：00 ～ 20：00）
対象 向原・甲田地域の方 八千代・吉田地域の方 美土里・高宮地域の方 市内全域

とき

7 月 27 日～ 9 月 7 日

毎週月曜日

7 月 23 日～ 9 月 10 日

毎週木曜日

7 月 24 日～ 9 月 11 日

毎週金曜日

7 月 23 日～ 9 月 10 日

毎週木曜日
10：00 ～ 11：00　７回コース

※希望者には無料で送迎があります。
※定員に余裕があれば対象地域以外からも参加できます。

ただし、送迎はありません。

19：00 ～ 20：00
７回コース

申込期限 ７月１０日（金）まで
場所 たかみや湯の森温泉ウォーキングプール
定員 17 名 ( 定員を超える場合、新規申込の方を優先とさせていただきます。)

参加費 3,500 円　（温泉プール利用料１回につき 500 円は別料金）
申込先 たかみや湯の森　☎５９－００５９

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
保健医療課☎４２－５６３３

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、普段使わない筋肉の回復や維持、

増進を図ることができます。

	④
保
健
所
へ
の
廃
止
届
出
書
の

控
（
受
付
印
の
あ
る
も
の
に

限
る
）

	⑤
そ
の
他
、
公
的
機
関
が
交
付

す
る
証
明
書
等
で
あ
っ
て
失

業
の
事
実
が
確
認
で
き
る
書

類
●
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す

１
．
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。	

•	

障
害
の
場
合
は
初
診
日
（
※
）、

死
亡
の
場
合
は
死
亡
日
の
月

の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者

期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付

済
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間

を
含
む
）
が
3
分
の
2
未
満

の
場
合	

•	

初
診
日
ま
た
は
死
亡
日
の
月

の
前
々
月
ま
で
の
1
年
間
に

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
場
合

は
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
初
診
日
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の

診
療
を
受
け
た
日
に
な
り
ま
す
。	

２
．
老
齢
基
礎
年
金
を
、
将
来
的
に

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

髙
木　

美
和　

様

小
倉　

泉　

様

小
野　

直
敏　

様

（
平
成
27
年
６
月
1
日
現
在
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田
の

求
人
・
求
職
状
況
（
４
月
分
）

月
間
有
効
求
職
者
数　

５
１
８
人

月
間
有
効
求
人
数　

７
１
４
人

月
間
有
効
求
人
倍
率	

１
．
３
８
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☎
42
‐
０
６
０
５ 

Ｆ
42
‐
０
２
２
４

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
き
た
か
た
６
月
別
冊
号

４
ペ
ー
ジ
「
庁
舎
内
の
ご
案
内
」

見
取
図
の
授
乳
室
の
場
所
が
誤
っ

て
い
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
、
訂
正
致
し
ま
す
。

※授乳室は研修室 101 の前ではなく、プレイルーム内にあります

（
正
）

（
誤
）
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